
お知らせInformation

催
し
・
講
座

募　
　

集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

比
和
自
然
科
学
博
物
館　
　
　

公
開
講
座
＆
グ
リ
ー
ン
ラ
リ
ー

●
第
１
回
公
開
講
座
「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
は
海
だ
っ
た
―
自
然
・

人
々
」

　

東
城
町
出
身
の
広
島
大
学
名
誉

教
授
、
沖
村
雄
二
さ
ん
に
よ
る
講

演
で
す
。
ま
た
、
広
島
大
学
総
合

博
物
館
の
清
水
則
雄
さ
ん
に
よ
る

講
演
も
あ
り
ま
す
。

と
き　

７
月
26
日
㈰
13
時
～

●
第
２
回
公
開
講
座「
昆
虫
採
集
・

標
本
作
成
」

　

比
和
地
域
に
生
息
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
昆
虫
を
採
集
し
、
標
本
を
作

製
し
ま
す
。
身
近
な
生
物「
昆
虫
」

を
研
究
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

８
月
３
日
㈪
８
時
30
分
～

８
月
24
日
㈪
９
時
～

対
象　

小
学
３
年
生
以
上

先
着
20
人

●
第
27
回
吾
妻
山
グ
リ
ー
ン
ラ

リ
ー

　

吾
妻
山
の
大
自
然
の
中
を
、木
々

や
草
の
名
前
を
調
べ
な
が
ら
ハ
イ

キ
ン
グ
し
、
森
林
浴
、
体
力
づ
く

り
と
あ
わ
せ
て
、
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

８
月
８
日
㈯
９
時
30
分
～

興
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
５

備
北
地
区
消
防
組
合　
　
　
　

消
防
職
員
募
集

募
集
人
員　

数
名
程
度

受
験
資
格

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
お
よ
び
場
所

［
第
一
次
］
９
月
20
日
㈰

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
大

会
議
室

［
第
二
次
］
第
一
次
試
験
合
格
者

に
通
知

試
験
内
容

［
第
一
次
」教
養
・
消
防
適
性
検
査
・

作
文
・
体
力
検
査

［
第
二
次
］
個
人
面
接

申
し
込
み
受
け
付
け

８
月
１
日
㈯
～
25
日
㈫

※
募
集
要
項
は
、
備
北
地
区
消
防

組
合
各
消
防
署
で
直
接
入
手
す
る

か
備
北
地
区
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.119-bihoku.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部　

総
務
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
９
５
７
３

時
悠
館
夏
休
み
特
別
展

●
庄
原
格
致
高
等
学
校
写
真
部
作

品
展

　

第
39
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
写
真
部
門
の
広
島
県
代
表
校

の
作
品
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

７
月
12
日
㈰
～
８
月
30
日
㈰

と
こ
ろ　

時
悠
館

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

Ｗ
Ｅ
Ｂ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　

さ
ま
ざ
ま
な
業
態
の
ウ
ェ
ブ
デ

ザ
イ
ン
な
ど
を
作
成
さ
れ
て
き
た

経
験
豊
富
な
講
師
か
ら
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
活
用
し
た
効
果
的
な
情

報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
を
学
べ
ま
す
。
今
年
３
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
庄
原
市
観
光
情

報
サ
イ
ト
「
庄
原
観
光
ナ
ビ
」
の

有
効
活
用
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
善
、
効
率
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
事
例
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
※
要
申
し
込
み

と
き　

８
月
25
日
㈫
14
時
～
16
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
総
合
体
育
館

講
師　

㈱
カ
ン
ド
ウ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン　

代
表
取
締
役
社
長　

小

田
英
男
さ
ん

※
集
合
は
比
和
自
然
科
学
博
物
館

参
加
料　

１
０
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

比
和
自
然
科
学
博
物
館

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
５

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

２
級
養
成
講
習
会
受
講
者
募
集

　

市
は
本
年
度
か
ら
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
事
業
を
始
め
ま
す
。
こ

の
体
操
を
地
域
で
指
導
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
の
講
習

会
受
講
者
を
40
人
募
集
し
ま
す
。

受
講
対
象
者

○
庄
原
市
民
で
常
勤
職
に
就
い
て

い
な
い
60
歳
以
上
の
方
で
、
延
べ

８
日
間
の
講
習
（
第
１
期
：
10
月

～
11
月
、
第
２
期
：
１
月
～
２
月

【
各
定
員
20
人
】
の
い
ず
れ
か
）

を
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
な
方

○
認
定
後
、
指
導
士
と
し
て
地
域

で
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
で
き
る
方

※
詳
し
く
は
申
込
書
を
参
照

申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
へ
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
高
齢
者
福
祉
課
、
各
支
所
市

民
生
活
室
、
西
城
市
民
病
院
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
各
自
治
振

※日程は都合により変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ７月16日㈭10時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ８月６日㈭10時～16時 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ７月21日㈫・８月４日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

東城 ８月６日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

高野 ８月11日㈫13時～15時 高野支所

総領 ８月12日㈬９時～11時 総領健康福祉センター

行 政 相 談

庄原 ７月16日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ７月16日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

高野 ８月11日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活室
☎0824-86-2115

総領 ８月12日㈬９時～11時 総領健康福祉センター 総領支所市民生活室
☎0824-88-3063

法 律 相 談
東城 ７月28日㈫13時～16時 東城支所 広島弁護士会三次地区

会による無料相談。
要予約

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154　

比和 ８月11日㈫13時～16時 比和自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活室
市民生活係

東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密 保 持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

障 害 者 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分 社会福祉課障害者福祉係 障害者相談支援員 障害者相談専用

☎0824-73-1249

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 ８月10日㈪13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター 身体
社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

比和 ８月４日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的

エ イ ズ 検
査・ 相 談 ８月５日㈬13時～14時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎）

三次市十日市東４-６-１

事前予約が必要。検査
は無料・匿名で受けら
れます。エイズ相談は
随時受けられます。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 ７月27日㈪・８月３日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

離乳食教室 ７月16日㈭10時～11時30分 東城こどもの館
母子健康手帳
エプロン・三角巾
筆記用具

申し込み必要

育児相談 ８月10日㈪13時～15時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問
い合わせください）

母子保健事業 ●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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お知らせInformation

そ  

の  

他

家事や子育てと両立できる環境を作っています。

ヤクルトレディ募集中！

主に主婦の方が活躍していますので、お気軽に職場見学してみてください。
☆お仕事内容 　ヤクルト商品と笑顔のお届け、健康情報誌の紹介など 
☆お届けｴﾘｱ 　庄原市内、三次市内 
☆お仕事時間 　８：３０～１５：３０位（要相談） 
☆収入・休日 　80,000 円～　　　土・日・祝日 
☆その他 　各種共済制度・制服貸与・各種表彰制度・保育助成制度・感動有り
新広島ヤクルト販売㈱　　三次市西酒屋町 719-1　 Tel.0120-89-6011（松尾）

自衛官募集　～平和を仕事にする～
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

航空学生
（パイロット）

１８歳以上～２１歳未満
（高卒見込） ８月１日～９月８日

１次：９月２３日 
２次：１０月１７日～２２日
３次：１１月１４日～１２月１７日

一般曹候補生
（自衛官）

１８歳以上２７歳未満

１次：９月１８日・１９日のうち指定する１日
２次：１０月８日～１４日のうち指定する１日

自衛官
候補生

男子 随時 受け付け時にお知らせします
女子 ８月１日～９月８日 ９月２５日～２９日（いずれか１日を指定）

※待遇、給与など詳しくは、自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、
三次地域事務所（☎０８２４－６２－０３５０）にお問い合わせください。 　

県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校　

体
験
入
学
・
10
月
入
校
生
募
集

●
体
験
入
学

　

自
動
車
整
備
・
板
金
溶
接
・
建

築
大
工
・
介
護
の
仕
事
体
験
、
就

職
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

７
月
30
日
㈭

９
時
～
12
時

と
こ
ろ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

三
次
市
十
日
市
南
６
丁
目
14
‐
１

対
象
者

中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
、
進

路
指
導
担
当
者
、
一
般
求
職
者

申
し
込
み
方
法

所
定
の
参
加
申
込
書
を
当
校
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間

７
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮

●
平
成
27
年
10
月
入
校
生
募
集

募
集
訓
練
科

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
訓
練
期
間

６
カ
月
・
年
齢
制
限
な
し
）

い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。
希
望
の

方
は
事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
受
付
期
間

7
月
３
日
㈮
～
８
月
20
日
㈭

選
考
日　

９
月
３
日
㈭

特
典　

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公

共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

の
指
示
に
よ
っ
て
入
校
し
た
方
に

は
、
訓
練
修
了
日
ま
で
受
給
期
間

が
延
長
さ
れ
る
ほ
か
諸
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

募
集
人
員　

20
人

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

三
次
看
護
専
門
学
校
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　

看
護
教
育
の
内
容
や
学
生
生
活

の
様
子
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　

８
月
４
日
㈫

12
時
30
分
受
付
開
始

13
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

三
次
市
東
酒
屋
町
字
敦
盛
５
１
８

‐
１

内
容　

本
校
の
概
要
や
教
育
内
容

の
説
明
の
ほ
か
、
校
内
見
学
、
講

義
受
講
体
験
、
個
別
進
路
相
談
、

白
衣
を
着
て
の
記
念
撮
影
。
看
護

実
技
体
験
と
し
て
、
身
体
観
察
用

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
た
観
察

体
験
、
人
形
を
使
っ
た
救
急
蘇
生

法
、
血
圧
測
定
、
足
浴
、
赤
ち
ゃ

ん
の
抱
っ
こ
、
沐
浴
、
注
射
器
具

展
示
と
使
用
方
法
の
解
説
な
ど
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、学
生
生
活
、

本
校
入
学
試
験
問
題
、テ
キ
ス
ト
、

学
生
の
作
成
し
た
お
も
ち
ゃ
な
ど

を
準
備
し
て
い
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
係

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
１
４
１

県
立
広
島
大
学
公
開
講
座

「
成
分
分
析
の
基
本
的
考
え
方
と

そ
の
応
用
」

　

現
在
、
機
能
性
食
品
な
ど
の
開

発
の
た
め
に
成
分
分
析
を
依
頼
す

る
企
業
な
ど
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
新
し
い
食

品
の
表
示
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
講
座
で
は
、
成
分
分
析
の
基
本

的
な
考
え
方
を
学
ぶ
と
同
時
に
、

成
分
分
析
を
応
用
し
た
事
例
の
紹

介
を
通
じ
て
、
県
大
が
有
す
る
分

析
技
術
の
応
用
と
そ
の
可
能
性
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
県
立
広
島
大
学
と
の

連
携
を
希
望
ま
た
は
検
討
し
て
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

７
月
21
日
㈫

13
時
～
16
時
10
分

と
こ
ろ　

県
立
広
島
大
学
庄
原

キ
ャ
ン
パ
ス
３
２
０
１

対
象
者　

県
北
の
企
業
、自
治
体
、

産
学
官
連
携
組
織
な
ど
関
係
者
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
振
興
関
係
者
な
ど

募
集
定
員　

80
人

講
座
内
容　

成
分
分
析
の
基
本
的

な
考
え
方
と
そ
の
応
用

講
師　

西
村　

和
之
教
授

吉
野　

智
之
准
教
授

申
し
込
み
方
法　

フ
ァ
ク
ス
、
郵

便
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
連
絡

先
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。企
業
、

団
体
な
ど
の
組
織
と
し
て
申
し
込

む
方
は
、所
属
も
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り
は
７
月
15
日

（
必
着
）
で
す
。

申
し
込
み
先

〒
７
２
７
‐
０
０
２
３

庄
原
市
七
塚
町
５
６
２

県
立
広
島
大
学
庄
原
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
宛

そ
の
他

※
受
講
し
た
方
に
は
受
講
証
明
書

を
交
付
し
ま
す
。

※
受
講
申
し
込
み
に
伴
う
個
人
情

報
は
、
公
開
講
座
以
外
に
は
使
用

し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

県
立
広
島
大
学
総
務
課
（
地
域
連

携
担
当
）

☎
ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
74
‐
１
０
０
０

庄
原
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

☎
ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
74
‐
１
７
０
４

メ
ー
ル　

gakujutu@
pu-hirosh

im
a.ac.jp

高
齢
者
の
在
宅
介
護
を　
　
　

支
援
し
ま
す

　

寝
た
き
り
な
ど
重
度
の
介
護
が

必
要
な
高
齢
者
を
、
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
方
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

手
続
き
な
ど
は
、
高
齢
者
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
、
市

内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

『
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

（
前
期
分
）』

支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
次
の

要
件
全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者

を
、
平
成
27
年
２
月
１
日
～
７
月

31
日
の
間
、
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
同
居
家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し

て
い
る
人

②
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人

③
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
状
態
に

あ
る
人

支
給
額　

在
宅
で
介
護
し
た
月
数

に
応
じ
て
月
額
５
千
円
。（
医
療

機
関
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
月

の
初
日
か
ら
終
わ
り
ま
で
入
院
、

入
所
し
て
い
た
月
は
除
く
）

申
請
期
間

８
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮

支
給
時
期

９
月
下
旬
に
、
ご
指
定
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

『
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
特
別
慰

労
金
』

支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
申

請
書
の
提
出
年
度
の
市
民
税
が
非

課
税
の
世
帯
で
、
次
の
要
件
の
全

て
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
同
居
家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金
の

要
件
に
加
え
て
、
原
則
１
年
間
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

か
っ
た
人
で
、
申
請
書
の
提
出
年

度
の
市
民
税
が
世
帯
非
課
税
の
人

支
給
額　

在
宅
高
齢
者
一
人
に
つ

き
、
年
額
10
万
円
。

申
請
お
よ
び
支
給
の
時
期

随
時
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
か
っ
た
期
間
が
１
年
間
に
達
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に

申
請
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
申
請
書
（
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
な
ど
の
確
認
印
が
必
要
）

②
口
座
振
替
依
頼
書
（
す
で
に
提

出
し
て
い
る
方
は
不
要
）

③
印
鑑

※
①
、
②
は
高
齢
者
福
祉
課
、
各

支
所
市
民
生
活
室
、
市
内
の
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室　

　「戦没者等の遺族に対する特別弔慰金支給
法の一部を改正する法律」に基づき、戦没者
等の遺族に対する特別弔慰金が支給されるこ
とになりました。
　平成 27 年４月１日（基準日）現在で、公務
扶助料や遺族年金などの受給権を有する方が
いない場合に、25 万円（５年償還）の記名国
債が支給されます。
　特別弔慰金を受給するには請求手続きが
必要です。
●対象者
次の順番で上位の方一人に支給されます。
１．平成 27 年４月１日までに弔慰金の受
給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の ①父母 ②孫 ③祖父母 ④
兄弟姉妹（戦没者等の死亡当時、生計関係
を有しているなどの要件を満たしているか
どうかにより、順番が入れ替わります。）
４．上記１～３以外の戦没者等の三親等内
の親族（おい、めいなど）
※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上
生計関係を有していた方に限ります。
●手続きに必要なもの
①印鑑
②請求書などの申請書類及び戸籍など添付
書類（詳しくはお尋ねください。）
●請求期間
平成 30 年４月２日まで
●受付場所　
本庁社会福祉課および各支所市民生活室
※平日８時30分～12時、13時～17時15分

【相談日・地区】
　次の日程で申請相談日を設けます。でき
るだけ割り当ての日にお越しください。都
合の悪い方は随時申請してください。
※地区割のない支所は、随時お越しくださ
い。

【本庁】９時～ 12 時　13 時～ 17 時
７月 16 日㈭　本田・敷信
７月 17 日㈮　高
７月 21 日㈫　北
７月 22 日㈬　東
７月 23 日㈭・24 日㈮　庄原
７月 27 日㈪　山内
７月 28 日㈫　予備日

【西城支所】7 月 13 日（月）
【東城支所】7 月 29 日（水）～ 31 日（金）
【比和支所】7 月 14 日（火）

●申請受け付け・問い合わせ
社会福祉課障害者福祉係　
☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １２１０
各支所市民生活室

戦没者等のご遺族の方へ
特別弔慰金が支給されます

広報しょうばら／ 2015.7　30 31　2015.7 ／広報しょうばら 31　2015.7 ／広報しょうばら
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カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム

　

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
大

人
の
方
に
も
大
人
気
の
カ
ブ
ト
ム

シ
ド
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
ド
ー
ム
内
に
“
ク
ワ

ガ
タ
ハ
ウ
ス
”
が
登
場
し
ま
す
。

カ
ブ
ト
ム
シ
と
合
わ
せ
て
、
ク

ワ
ガ
タ
ム
シ
も
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

６
月
下
旬
か
ら
発
生
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
８
月

に
か
け
て
次
々
に
発
生
す
る
見

込
み
で
す
。
こ
の
ド
ー
ム
の
最

大
の
特
徴
は
、間
近
に
い
る
“
カ

ブ
ト
ム
シ
”
や
“
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
”

に
触
れ
て
観
察
で
き
る
こ
と
で

す
。
虫
た
ち
の
力
強
い
動
き
を

「
体
感
」
し
、
身
近
な
自
然
を
実

感
し
て
く
だ
さ
い
。

公
開
期
間

８
月
中
旬
ま
で（
予
定
）

※
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

の
発
生
期
間
の
み
。
公
開
時
間

は
10
時
～
18
時
（
入
場
は
17
時

ま
で
）。

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
森　

※
最

寄
り
駐
車
場　

第
７
駐
車
場

備
北
公
園
で
水
遊
び
！

　

今
年
も
公
園
内
に
は
い
ろ
い

ろ
な
水
遊
び
エ
リ
ア
が
登
場
！

“
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
”
は
公
園
内

の
キ
ャ
ン
プ
場
に
あ
る
プ
ー
ル

池
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
の

方
だ
け
で
な
く
、
公
園
利
用
の

方
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
場
内
に
専
用
駐

車
場
も
あ
る
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
に
も
大

芝
生
広
場
の
“
び
っ
く
り
シ
ャ

ワ
ー
”
や
中
の
広
場
の
水
遊
び

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
園
内
各
所
で

水
遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池　

開
催
期
間

７
月
18
日
㈯
～
８
月
31
日
㈪
は

毎
日
開
催
！

※
７
月
18
日
ま
で
は
土
、
日
の
み

利
用
時
間　

９
時
30
分
～
18
時

（
入
場
は
17
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

ふ
る
さ
と
の
涼 

ひ
ば
の
里

　

ひ
ば
の
里
で
は
昔
懐
か
し
い

体
験
が
い
っ
ぱ
い
！
夏
の
お
菓

子
作
り
や
竹
の
水
鉄
砲
作
り
、

夏
野
菜
の
丸
か
じ
り
な
ど
イ
ベ

ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！
「
さ
と

や
ま
屋
敷
」
で
は
“
蚊
帳
”
も

登
場
！

※
「
夏
ま
つ
り
」
の
イ
ベ
ン
ト

詳
細
は
、電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カブトムシドーム

国営備北
丘陵公園
だより 備北公園「夏まつり」

７月18日㈯～８月31日㈪

全
国
大
会

　

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
７
月
24
日
～
26
日
／
神
戸
市
）

●
カ
ブ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
小
学

４
年
生
以
下
）

桑
原　
　

光
（
板
橋
小
４
年
）

●
バ
ン
ビ
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
小

学
２
年
生
以
下
）

桑
原　
　

照
（
板
橋
小
２
年
）

　

全
日
本
少
年
少
女　
　
　
　
　

　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
８
月
８
日
～
９
日
／
東
京
武
道

館
）

●
女
子
個
人
組
手

新
井　
　

椿
（
庄
原
小
５
年
）

　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

　

ク
カ
ッ
プ（
な
ぎ
な
た
）

（
７
月
18
日
・
19
日
／
長
崎
市
）

●
個
人
競
技
の
部

麻
田　

瑞
貴
（
西
城
中
１
年
）

●
演
技
競
技
の
部

稲
里　

孝
美
（
西
城
中
１
年
）

上
貝　

真
帆
（
西
城
中
１
年
）

●
団
体
試
合

麻
田　

瑞
貴
（
西
城
中
１
年
）

稲
里　

孝
美
（
西
城
中
１
年
）

上
貝　

真
帆
（
西
城
中
１
年
）

中
国
大
会

　

中
国
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

（
7
月
25
日
・
26
日
／
米
子
市
）

●
小
学
５
年
生
女
子
個
人
組
手

新
井　
　

椿
（
庄
原
小
）

●
中
学
生
男
子
組
手
個
人
戦

新
井　
　

蓮
（
庄
原
中
２
年
）

県
大
会

　

広
島
県
小
学
生
空
手
道　
　
　

　

選
手
権
大
会

（
５
月
４
日
／
東
広
島
市
）

●
女
子
組
手
個
人
の
部

第
２
位　

新
井　
　

椿
（
庄
原
小
５
年
）

　

広
島
県
中
学
生
空
手
道　
　
　

　

選
手
権
大
会

（
５
月
４
日
／
東
広
島
市
）

●
男
子
組
手
個
人
の
部

第
２
位　

新
井　
　

蓮
（
庄
原
中
２
年
）

　

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会　
　

　

広
島
県
予
選

（
５
月
23
日
／
安
芸
高
田
市
）

●
カ
ブ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
小
学

４
年
生
以
下
）

第
４
位

桑
原　
　

光
（
板
橋
小
４
年
）

●
バ
ン
ビ
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
小

学
２
年
生
以
下
）

第
３
位

桑
原　
　

照
（
板
橋
小
２
年
）

　

広
島
県
高
等
学
校
総
合　
　
　

　

体
育
大
会（
陸
上
競
技
）

（
５
月
29
日
～
31
日
／
広
島
広
域

公
園
陸
上
競
技
場
）

●
３
千
Ｍ
障
害

第
１
位

山
口　

和
也

（
世
羅
高
３
年
・
西
城
町
）

　

広
島
県
シ
ニ
ア
総
合　
　
　
　

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会　

（
５
月
30
日
／
尾
道
市
）

●
剣
道
（
65
歳
未
満
の
部
）

第
２
位

福
留　

正
敏
（
西
城
町
）

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）を
更
新
し
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
は
、
７
月
31
日
㈮
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
㈯
か
ら
有
効
と
な
る

新
し
い
保
険
証
を
、
７
月
下
旬

に
「
黄
色
の
封
筒
」
で
世
帯
主
宛

に
発
送
し
ま
す
。
人
数
の
多
い
世

帯
（
被
保
険
者
が
５
人
以
上
）
は
、

封
筒
が
複
数
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
か
ら
普
通
郵
便
で
お
送

り
し
ま
す
。
ま
た
、
カ
ー
ド
ケ
ー

ス
は
同
封
し
ま
せ
ん
の
で
必
要
で

あ
れ
ば
ご
自
身
で
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
な

ど
で
受
診
す
る
際
は
、
新
し
い
保

険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
有
効

期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要
で

す
。
市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
ま

た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

「
道
の
駅
た
か
の
」を
経
由
す
る

高
速
バ
ス
が
変
わ
り
ま
す

　

高
速
バ
ス「
広
島
～
松
江
線
」の

ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
い
、
７
月
31
日

㈮
か
ら「
道
の
駅
た
か
の
」バ
ス
停

を
経
由
し
な
く
な
り
ま
す
。
三
次

Ｉ
Ｃ
、
ま
た
は
、
た
た
ら
ば
壱
番

地
バ
ス
停
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
広
島
電
鉄
㈱
（
☎

０
８
２
‐
２
０
７
‐
１
０
７
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
道
の
駅
た
か
の
を
経
由

し
て
い
る
「
広
島
～
出
雲
線
」（
７

往
復
14
便
）は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

ジャブジャブ池

公園の夏のイベントといえば「夏まつり」。
夏休みの自由研究や宿題にピッタリの
イベントが盛りだくさんです！
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　８月９日（日）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

８月

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

７月・８月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶県大には毎月発行日に、広報しょうばらを持参し
ていますが、図書館と総務課の往復だけでしたので、
今回の取材はとても新鮮でした。広報しょうばらは
図書館にも置いていただいていますが、学生の皆さ
んの講読率は低いので、この特集をきっかけにして
講読率が上がるのではと密かに期待しています。
▶今月号から新たに「しょうばらびと」というコー
ナーが始まりました。初めて取材というものをしま
したが、〝きゅんとする〟エピソードを引き出すのは
なかなか難しいものですね。しょうばらびとのコー
ナーでは、庄原にＩターン・Ｕターンされた方など
を中心に取材していきます。ぜひお楽しみに！

７～８月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室　
　①自然木のイーゼル
　と　き　７月24日㈮　９時30分～12時00分
　参加費　1,800円
　定　員　10人
　②木のボールペンとペン立て
　と　き　７月24日㈮　13時30分～15時30分
　参加費　1,300円
　定　員　10人
○草木染め教室
　（生藍でストールを染めてみましょう）
　と　き　７月27日㈪
　　　　　①9時～12時　②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円
　定　員　①②各12人
▶展示・イベント
○愛鳥週間ポスター展
　と　き　７月８日㈬～17日㈮
　ところ　エントランスホール
○アジアンドリーム展
　と　き　８月３日㈪～16日㈰
　ところ　交流ホール

　　～夏祭りを開催します～
　　土曜夜市　８月８日㈯　18時～21時

▶お知らせ
食彩館しょうばらゆめさくらでは、エントランス
ホールで作品などの展示をする方を募集していま
す。使用料は無料ですが、営利目的の利用はできま
せん。また、日程、利用内容などによってはお断り
する場合もありますのでご了承ください。何かご不
明な点などありましたら、お気軽にお電話ください。

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
世界児童画ライブラリー作品展

（海外作品 30 点・国内作品 20 点）
とき　８月８日㈯～10日㈪　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

7月18日㈯ ジョイフル 11時30分～15時

7月12日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
19日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
20日（月）東城病院 ☎08477-2-2150
26日（日）瀬尾病院 ☎08477-2-0023

8月  2日（日）細川医院 ☎08477-2-0054
9日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

13日（木）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成27年５月末現在

食育コーナー　  

問児童福祉課 ☎ 0824-73-1214

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３７，８５５人（前年比－７３７人）　
男　　１７，９２７人（前年比－３２９人）　
女　　１９，９２８人（前年比－４０８人）　
世帯数　１５，９２１世帯（前年比－１１世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３３１人（前年比＋３８人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１８，６６６人（７，９０５世帯）
○西城地域　３，７５１人（１，５０８世帯）
○東城地域　８，３８３人（３，７０８世帯）
○口和地域　２，１６８人（８２９世帯）
○高野地域　１，９１９人（６９６世帯）
○比和地域　１，５１４人（６３６世帯）
○総領地域　１，４５４人（６３９世帯）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

写真は、東城町の久代東山岩陰遺跡から出土した立石を、
時悠館で復元展示しているものです。先の尖った大きな河原
石を前後の石で支えるようにして立てていますが、調査で見
つかった時は、岩壁に倒れかかるようになっていました。

東山遺跡は、長さが 10 ～ 12 ｍ、奥行きが３ｍ前後の細長
い住居で、立石は住居の中ほど、岩壁から約 50cm のところ
にありました。住居の中心部に、何かを祈願するお祭りのた
めに立てたようです。縄文時代前期の初め頃（今から約 6,000
年前）のものです。

中心となる立石は、長さ 65cm、最大幅 30cm、最大厚
15cm の洋梨の形をしています。その前には長径 43cm、短
径 32cm、最大厚 26cm の楕円形の石があり、後ろには長径
34cm、短径 20cm、最大厚８㎝の割られた小ぶりの石があり
ます。これらの石は、径が 65cm、深さが 20cm 程度の穴を掘っ
て、下部を埋めていたようです。

立石は、住居内での位置からすると、東日本の縄文遺跡で
よく見られる石棒と同じ性格が考えられます。石棒は今でも
祭られている男性シンボルを表し、前期に現れ、後期（3,000
～ 4,000 年前）になると屋外に祭られるようになります。東
山遺跡の立石は、形は違いますが、石棒祭祀の初現のものと
言えます。また、水に濡らすと青緑色になり神秘的に見えま
す。この石は遺跡のある野部川流域には無く、石の形や色を
選び、わざわざ本流の東城川流域から運んできたようです。

一緒に食べるとおいしいね！
～保育所での食物アレルギー対応の工夫～

　庄原市立の保育所には平成27年６月現在、40人（全市園児
数の約４％）の食物アレルギーを持つ子どもが在籍しています。
　食物アレルギーは乳幼児に多くみられ、年齢とともに80～
90％が耐性を獲得して減少するとされています。特に保育所は、
年齢が小さいため、食物アレルギーを持つ園児が多く、まだ食
べたことのない食材がある園児もいます。保育所では安全を考
慮し、未摂取の食材は家庭で食べてもらってから保育所でも提
供するようにしています。また、給食やおやつなど食事の提供
回数も多いので、安全な給食提供ができるよう食べる環境も工
夫しながら取り組んでいます。
　子どもたちは除去食がなく、皆と一緒のものを食べられる日
はうれしそうな顔で給食やおやつを食べています。保育所では、
できるだけ皆と一緒のものを食べられるように、献立も工夫し
ながら対応をしています。
　何より食べることが大好きで、楽しく食べてほしいと願いを
込めて、これからも取り組んでいきたいと思います。

時悠館  ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

立
りっせき

石（住居内の祭り）

■保育所での工夫

・牛乳を使ったシチュー　→　豆乳を代用
・フライ　→　卵のかわりに小麦粉と水を混ぜ合わせたものを代用
・焼きそば　→　卵の入った麺をうどんで代用　など

【お詫びと訂正】
　広報しょうばら６月号の24ページ「8020達成者表彰事業」の記
事の中で、山脇廣四郎さんの住所「西城地域」を、誤って「東城地
域」と記載しました。訂正し、お詫びいたします。
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